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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅴ都市基盤の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

内守谷町きぬの里の良好な市街地形成による都市

機能の向上を図り、人口定着を促進するため、平

成 13年度より、きぬの里地区から絹西小学校まで

の区間、登下校時に児童が利用するバスを運行 

しています。 

 

内守谷町きぬの里の良好な市街地形成による都市

機能の向上を図り、人口定着の促進を図っていき

ます。 

また、今後は小中学校の適正配置による事業の見

直し等も考えられますので、教育委員会（事務局、

学校）、利用者（父兄）、運行事業者等から意見を

聴きながら、運行手法（貸切バスの他の運用方法

やスクールバスへの移行など）についても検討し

ていきます。 

施策の目標 ３快適な都市環境の整備 

施策 １土地利用と市街地整備 

施策内容 
地域活性化に向けた 

土地利用の推進 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 
 

事務事業名 きぬの里地域促進バス 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ７活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ７目標値 Ｒ８目標値 

Ｒ７実績値 Ｒ９目標値 

きぬの里地域促進バス

の運行 

（R7・8・9） 

内守谷町きぬの里及びその周辺地区から

絹西小学校に通学する児童を対象とした

バスを運行します。 
運休日数（日） 
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④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ７実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

10月 1日現在 

きぬの里住基人口 

（対前年比） 

＞０ ＋１１ 
学校や運行事業者と調整を図り、登校日にお

けるバスの運行については、運休することな

く対応しました。 

一方で、日々のバスの運行が本事業の目的に

結びついていることを認知しにくいため、事

業開始から 20年以上経過していることもある

ので、今一度、本事業の目的の達成度を精査す

る必要があると考えております。 

☒コスト ☒活動 ☐成果 ☐その他 

今後の方向性 

登下校中の事故件数 ０件 ０件 

人口は緩やかに増加傾向ではあるものの、ここ

数年は 3,100 人前後で横ばいとなっていること

から、事業の目的である、人口の定着について

は、一定の成果がすでに出ているものと推察さ

れます。 

一方で、バスの運行については、利用対象者が小

学校へ通学する児童のみであるものの、現在も

多くの児童が利用しています。 

人口定着のための手段としてバスを運行するの

ではなく、スクールバスとして運行することが、

実態に即した事業の在り方であると思いますの

で、教育委員会との協議を行っていきます。 

   

   

   

 


